
平成１５年度に総合科学技術会議が実施した国家的に重要な研究開発の評価

大規模新規研究開発の評価 【概要 】

目 的： 新たに実施される国費総額が約３００億円以上の研究開発につき、総合科学技術会議が評価し、その結果を公開するとともに、
評価結果を推進体制の改善や予算配分に反映

検討方法： 府省による概算要求を受けて、評価専門調査会において外部専門家等も参加して調査・検討

研究開発名 内容 評価結果の要点

ゲノムネットワーク研究

【文部科学省】

・遺伝子の発現調節機能や、生体分子間の相互作用を網羅

的に解析し、生命の分子ネットワークを明らかにして、統合

データベースを構築。

・ 16年度30億円、17年度33億円、計画額総額250億円（5か年）

○ゲノム機能解析の激しい国際競争の中で、その基盤とな
る重要な研究であり、医療を念頭に、ヒトを主たる解析対
象とすべき。
○公募研究の割合を増加することにより、わが国の関係研
究勢力を結集して推進すべき。

南極地域観測事業

【文部科学省】

・昭和３１年度に観測開始。南極条約に基づく国際協力によ

り観測を継続中。「しらせ」後継船及びヘリコプターを新造。

・ 16年度57億円、17年度65億円、計画額総額未定

○これまでの成果や国際的意義等からみて南極観測は重

要であり、後継船等の新造は必要。

○環境研究など今後重要な分野の幅広い研究者への公

開性を高めて着実に継続すべき。

アルマ計画

【文部科学省】

・日米欧の協力により、南米チリの高地に、巨大電波望遠鏡

を建設し、ミリ波や未開拓のサブミリ波を使用して、太陽系

外の惑星、生命関連分子等を観測。

・ 16年度10億円、17年度28億円、計画額総額256億円（8か年）

○惑星形成や生命起源に迫る価値の高い国際計画である。
○参加の遅れを不利にしないよう、わが国の優位な技術分
野でイニシアティブを発揮しつつ参加すべき。

先端計測分析技術・

機器開発事業

【文部科学省】

・最先端の計測分析技術や機器の創造的開発を推進するこ

とを目的として競争的研究資金を創設。

・ 16年度33億円、17年度40億円、計画額総額未定

○創造的な研究活動の発展を促すため、この分野の技術・
機器の開発は不可欠。

○有望なアイディアと高い技術力を結びつけ、強力な産学
連携の下で、重要課題として推進すべき。

第３次対がん１０か年総合
戦略に基づく研究開発

【厚生労働省・文部科学省】

・過去２次にわたる１０か年戦略の成果等をもとに、平成１６

年度から「がんの罹患率と死亡率の激減」を目指して、研究、

予防及び医療を総合的に推進する第３次戦略の下で行わ

れる研究開発。

・ 厚労省：16年度46億円、17年度49億円（10か年）

・ 文科省：16年度10億円、17年度10億円、計画額総額95億円（5か年）
その他（放射線医学総合研究所：1155億円：S59～H17年度）

○目標達成のため研究開発は重要。応用・臨床研究に資
源を重点的に投入し、両省一体の研究体制を組織して
総合的に推進すべき。

○医療経済性を重視して、予防・治療の研究開発を行うべ
き。

※ 予算額は一千万円台を四捨五入したもの
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